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5..SingleDomain構造を持っK2CuF4のフォノン ･

ラマン散乱 と混晶磁性体K2CuxCo IT X F4のフォ

ノン及びマグノン ･ラマン散乱に関する研究

戸 谷 真

K2CuF4は層状構造を持っ化合物磁性体である.この物質で特徴的な事は,Cu2十のJahn-

Teller効果のためCu2十を囲むF一一八面体が歪み,その歪が C一面内に協力的に配列してい

る事である｡これを協力的Jahn-Teller歪 (CJTD)と言 う｡K2CuF4は層状物質なのでC一

面間の結合がきわめて弱い｡そのため2種類のDomain構造が存在する｡1つは,それぞれの

C-面内で起こっているCJTDに相関があるSingleDomain構造である｡もう一つは,C一面

間の協力的Jahn-Teller歪の相関がところどころ切れている MultiDomain構造である｡過

去に行われたK2CuF4の数 の々実験はすべて MultiDomain構造を持っ結晶を用いて行わ

れているoそれは,K2CuF4が層状物質なのでC一面間の相関が弱くMultiDomain構造をも

つ結晶しか作る事ができなかったためであるOしかし,K2CuF4の物性を研究する上で C一面

間のCJTDの相関が存在するSingleDomain構造の結晶を用いて実験を行 う事は非常に重

要な事である｡

今回我々は SingleDamain構造を持つ単結晶 を 作 る事ができたので,SingleDomain 栴

造を持っ K2CuF｡によるフォノン･ラマン散乱の 測 定 を お こ な っ た . そ の 結果,空間群I);8h

としてファクターグループ解析より求められた 18 個 の ラ マ ン 活 性 モ ー ド 4A g + 4 B lg + 5B2g

+5B3gに対応するラマン･スペクトルが観測 され た (然 る べ き 理 由 で 観 測 さ れ な か っ た ラ マ

ン ･スペクトルが1本 ある )｡そして,それは M ulti D om ain構 造 を 持 っ K 2C uF4 の 場 合 と

は明らかに違 うも-のであった｡

またK2CuF｡のJahn-TellerイオンCu2+を非 Jahn-T eller, 磁 性 イ オ ン C o2+ に 置 換 し

た混晶系K2CuXCol_xF｡において3-0･02,0･05, 0･10の C u2+ 低 濃 度 額 域 で 払 室 温 に お

いてⅩY偏光で新たなスペク トル (40cm~1付近 )が 観 測 で き た ｡ こ れ は C u2+ ィ ォ ン が 孤 立 す

るために現れたものと考えられる｡

さらに混晶磁性体 K2CuxCol_xF｡のマグノン に よ る ラ マ ン 散 乱 も 行 っ た ｡
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